
2019年カレンダー最後の 1枚 
 令和の新元号に変わった2019年もラスト1枚のカレンダー

になりました。12月に入ったとたんぐんと冷え込みも厳しくな

り本格的な冬到来です。すると、インフルエンザの罹患者も出始

めてきました。今年は、9月にインフルエンザが流行し、本校で

も学級閉鎖をしましたが、その後大きく拡大せず終息しほっとし

ていました。しかし、またこれからが本格的な流行の季節に入り

ます。終業式まであと2週間、元気に登校

してくれることを祈っています。 

12月の全校集会の話 
今月の全校集会では、落語の「寿限無」

を使って「名前」の話をしました。「寿限

無」とは、ある男の子の名前です。 

子どもが誕生すると親や家族は、子ど

もの幸せを願って一生懸命すてきな名

前を考えます。この男の子の親も「長生

きをする縁起のいい名前」をつけたいと

考え、高尚な和尚さんに相談し、ありと

あらゆる縁起がよくてめでたい言葉を

頂戴し、下のような長い長い名前をつけ

ました。親の子を

思う願いや祈りの

こもった大切な大

切な名前です。そ

こで、子どもたち

にはこの寿限無の

いわれを教え、次

のように訴えまし

た。 

みんなが生まれ

た時もお父さんやお母さん、お祖父ちゃん・お祖母ちゃんたちみ

んながあなたの幸せを願って、あなたの名前を考えに考えて、今

の名前をつけてくれたと思います。つまりあなたの名前には、「優

しい子に育ってほしい」「みんなから愛される子に育ってほしい」

「健康に育ってほしい」など、おうちの人たちの温かい願いや祈

りがたくさん込められているのです

よ。ただただ我が子に「しあわせにな

あれ」と願う純粋な願いです。あなた

の名前だけでなく、周りの友だちの

名前だってそうです。しかし、そんな

大切な名前をからかわれたり、名前

をもじって変な風に言われたりして、

とても悲しい思いをしている人がい

ます。それは、願いや祈りを込めてく

れた大切な人の思いを踏みにじるこ

とにつながります。大切な人の思い

がこもっていると思うと自分の名前も友だちの名前も大切にし

たいですね。 

ぜひ、子どもたちにどんな思いで名前をつけたのか、どんな願

いや祈りがこもっているのか、話してあげてください。すると、

きっと名前だけでなく、自分自身のことも友だちのことも大切に

しようという思いが深まりそうな気がします。 

人権・同和教育講演会 
 12月7日(土)は、PTAとの共催による人権・同和教育講演

会を行いました。 

まず初めに、6年生が長崎の修学旅行で学んできた平和学習の

報告を行いました。今も戦争の爪痕を語り継ぐ遺物として残って

いる防空壕や山王神社の一本柱鳥居等について紹介したり、厳し

く統制されていた戦時中の生活について報告したりしてくれま

した。6年生の思いが伝わるのでしょう、下級生も真剣に話を聞

いていました。 

次に、今年の講演は、内野産婦人

科の助産師さん津上泰子さんを講

師に迎え、「生まれてきたことが奇

跡、生きているだけで奇跡」とい

う演題でお話をしていただきまし

た。お腹の中での赤ちゃんの成長

の様子、命の誕生は奇跡に等しいこと、無事に健康で生まれてき

てほしいという周囲の人々の願い等をお話ししてくださいまし

た。また、お母さんの大変さを

実感するために赤ちゃんと同

じ重さのリュックサックをお

腹に抱え、立ったり座ったり

する体験もあり、体験した男

の子達が、「お母さんってすご

いなあ。」という感想をもらし

ていました。 

さらには、今、育児休業中で

ある本校職員の平江千穂先生

が赤ちゃんを連れてボランテ

ィア講師として参加してくれ

て、お母さんになった思いを

「楽しみな思いが多かったけ

れど、正直不安な気持ちもありました。」「これからもずっと我が

子の味方であり続けたいと思います。」と親の気持ちを代弁して

くださいました。 

きっと子どもたちも「自分が生まれたときは、どうだったんだ

ろう。」という思いを持ったことだろうと思います。全校集会の

話、人権・同和教育講演会の話と続き、自分を見つめるいい機会

になってくれていたら嬉しいです。 

全校で球根・花苗植え 
人権・同和教育講演会の後

は、全校で花苗とチューリッ

プの球根を植えました。そう

言えば、春、川上小に赴任し

てきたとき、花壇一面にチュ

ーリップの花が咲き誇ってい

ました。こうやって全校で植

えていたのですね。 

花苗は、川上まちづくり協議会と吉田園芸さんから、チューリ

ップの球根は野田建設さんからの寄贈だそうです。本当にありが

とうございます。春が楽しみです。 

また、学級園を耕したり、わらかぶせをしてくださったりした

PTA役員の皆様、有志の皆様のご協力にも感謝申し上げます。 
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